
≪小学校・算数≫ 

○指導改善の重点として取り組んできた結果、成果がみられたこと 
※「正答率がおおむね８０％を上回るもの」を「成果として認められる内容」として整理(国立教育政策研究所 HPより) 

※「出題の趣旨」が同じ問題であっても、出題の仕方が異なることにより、正答率が変動することは前提です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

小学校 Ａ問題 ７ 【８１．２％】 無回答率【岐阜県】２．１％ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜過去の類似問題（出題の趣旨が同様の問題）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他、課題とされてきた内容について、指導改善の成果があったと分析される問題の例 

・小学校 Ｂ問題 １（１）  【９５．１％】 
  ＜問題の概要＞ 平行四辺形を構成することができる、四つの辺の組み合わせを選ぶ。 

平成２６年度 小学校 Ｂ問題 ２ 一 (3)  

【岐阜県】５６．１％ 【全国】６１．５％  

無回答率【岐阜県】１．０％ 【全国】１．２％ 

＜問題の概要＞ 

・６・７月の水の使用量が１年間の水の使用量の１／４より多

いことを示しているグラフを選ぶ。 

グラフが示す内容を理解できるようにする指導の成果が表れています！ 

＜出題の趣旨＞  

・グラフに表されている事柄を読み取ることができる 

 かどうかをみる。 

＜問題の概要＞ 

・ハンカチを５日間持ってきた人数が、学年全体の人数

の半分より少ない学年は、４年生だけであることを示

しているグラフを選ぶ。 

♪この指導は「子どもの目線に立つ 2014」（指導改善資料）にも掲載。 

（全体版 p.１１算数、数学版 p.１） 

・「知識・技能を身に付ける」とは、数量や図形の意味を捉え、納得できるようにする

ことであり、生活や学習の場面で目的に応じて適切に使っていけるように身に付ける

ことです。 
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≪中学校・数学≫ 

○指導改善の重点として取り組んできた結果、成果がみられたこと 
※「正答率がおおむね８０％を上回るもの」を「成果として認められる内容」として整理(国立教育政策研究所 HPより) 

※「出題の趣旨」が同じ問題であっても、出題の仕方が異なることにより、正答率が変動することは前提です。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
中学校 Ａ問題 ９ 【８４．４％】 無回答率【岐阜県】０．９％ 

 

 

 

 

 
 

 

＜過去の類似問題（出題の趣旨が同様の問題）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

・その他、課題とされてきた内容について、指導改善の成果があったと分析される問題の例 

・中学校 Ａ問題 １２（２） 【８５．０％】 
  ＜問題の概要＞ 時間と道のりの関係を表すグラフをもとに、出発してから１５分後にいる地点まで

の家からの道のりを求める。 

・中学校 Ｂ問題 ２（１）  【８２．６％】 
  ＜問題の概要＞ 連続する３つの整数が１９、２０、２１のとき、それらの和が中央の整数の３倍に

なるかどうかを確かめる式を書く。 

平成２６年度 中学校 Ａ問題 ９   

【岐阜県】３７．５％ 【全国】３５．８％  

無回答率【岐阜県】１５．５％ 【全国】１７．９％ 

＜問題の概要＞ 

・与えられた表をもとに、宅配サービスの重量と料金の関係を、「…は…の関数で

ある」という形で表現する。 

関数の意味を理解できるようにする指導の成果が表れています！ 

＜出題の趣旨＞  

・関数の意味を理解しているかどうか 

をみる。 

＜問題の概要＞ 

・y が x の関数でない事象を選ぶ。 

♪この指導は「子どもの目線に立つ 2014」（指導改善資料）にも掲載。 

（全体版 p.１３算数・数学版 p.３） 

・具体的な事象と関連付けながら関数の定義を繰り返し学習する必要があります。 
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